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１．はじめに

　本ガイドラインはLCGT のレビューの基本的な考え方をまとめたものである。個々のレビューの実施にあたっては、目的・状況に応じて最適な進め方を模索する必要があるが共通的に考慮すべき点は以下のとおりである。
（１）LCGT は、諸外国の類似プロジェクトと比して、スケジュール、マンパワー、予算において格段に制約が大きく、これらの制約下で極めて効率的なプロジェクト運営が要求される。

（２）上のような効率を追及するにあたりレビューは最小限で、かつ費やすエネルギーに対して得られる効果の比が最大になるような工夫が必要である。
２．レビューの種類

　議論をし易くするために、ここではレビューを大きく次の３種に分類する。この３種の境界は必ずしも明確ではなく、いくつかの性格を兼ねる場合も想定され、状況に応じて柔軟に対応する必要があることはもちろんである。
（A）内部レビュー（拡大チーフ会議）
　各サブシステムのリーダーがサブシステムの現況（設計の最新情報、開発の状況、運用の状況などフェーズに応じた現況）を詳細に説明し、各サブシステムのメンバーが相互の状況を把握しかつ問題点を発見する。サブシステム間のインターフェース上の齟齬の洗い出しも期待される。

　基本的にLCGTの内部レビューであるが、必要に応じて外部の専門家の参加をお願いすることもありうる。
（B）サブシステム外部レビュー
　プロジェクトが節目を迎えた時点で、サブシステムごとに詳細なレビューを行う。サブ
システムが抱えている問題点、不安な点などを含めて、実質的な議論を時間をかけて行う。
レビューアーは、国の内外の専門家で、1週間ほどをかけて、同じレビューアーが、全サブシステムの詳細をレビューする。そこで生じたA / Iは、テレビ会議やメールなどのやり取りにより、１ヶ月ほどでclose する。

（C）全体外部レビュー（International Program Advisory Committee Meeting）

　１～2日程度をかけて、システム全体のレビューを行う。国の内外の経験豊かなレビューアによる審査。ここに提出するのは、各サブシステムの現状の概要と、上記（B）のレビュー結果とする。

３．レビューの時期
　　全体のスケジュールにあわせて上記３種類のレビューを予め設定（具体的な時期はＴＢＤ）。考慮すべきは、

（１）レビューA：設計、建設の途中で必要に応じて
（２）レビューB：設計が完了して建設を開始する前、建設が一段落して次のフェーズに入

る直前など
（３）レビューC：原則として年1回。ただしレビューB が行われる年は、それに続いて実

　　　　　　　　　施
上記レビューの概要をまとめて、表１に示す。
　なお当面は次のようなスケジュールをベースラインとして検討：
　　2010年 1１月上旬以降順次：レビュー A

　　2011年 1月～2月：レビュー B

                  3月：レビュー C

　
４．当面の内部レビュー（レビューＡに相当、拡大チーフ会議と位置づける）
【対象サブシステム】ディジタルシステム（担当：宮川さん）

【目的】ディジタルシステムの検討・開発・仕様などの現状を紹介して、基本的な進め方の共通理解を得る
【参加者】プレゼンテーション：宮川
　　　　　参加者：関連するチーフ
　　　　　　（関心のあるLCGTメンバは、学生も含めてだれでも参加、発言は歓迎）
　　　　　できれば柏に集合してほしいが、TV会議も可

⇒三代木さん、アレンジとアナウンスをよろしく
【時期】１１月８日（月）のチーフ会議を次のように拡大（１３時～１６時）
　　　前半（１３時～１４時）：通常のチーフ会議
　　　後半（１４時～１６時）：ディジタルシステムに関する拡大チーフ会議
 
５．検討事項

１．当面の「サブシステム外部レビュー」および「全体外部レビュー」の詳細の決定

　（１）開催時期

　（２）対象とするサブシステム

　（３）レビューアーの選定と依頼

２．今後の内部レビューの対象サブシステムの選定と開催時期の決定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

	分類
	名　　称
	目　　　　的
	概　　　　要
	時　　期
	備　　　考

	A
	内部レビュー
（拡大チーフ会議）
	サブシステムの相互理解、問題点の相互チェック、インターフェースの確認を行う
	・各サブシステムのチーフが設計・開発などの状況の詳細を説明

・レビューアは各サブシステムのチーフ。出席はLCGTメンバ

・日本語で実施

・サブシステムの担当者自身が心配な　点、不安な点をexplicit にする
	設計の途中段階、建設のあるステップ
	・各サブシステムごとに1時間～2時間程度
・対象は、そのフェーズで必要な　

　サブシステムに限定

	B
	サブシステム

外部レビュー
	サブシステムの設計、開発、調整状況などの詳細なreview 
	・各サブシステムのメンバが状況　　
　を説明

・レビューアはサブシステムが必要と考える専門家で、国の内外から招聘LCGTの中の人も含む

・使用言語はレビューアの国籍により柔軟に対応。資料は英語とする。
	設計・建設などが１段落して次のフェーズに進む節目
	・レビューアは、全サブシステム共

　通（～1週間拘束）

・各サブシステムごとに１～3時間
・A/I は1カ月でclose する

・対象は、そのフェーズでレビュー

　が必要なサブシステムに限定



	C
	全体外部

レビュー

(International Program Advisory Committee Meeting)
	国際協力によりLCGTプロジェクト全体が順調に進捗していることの確認
	・主としてLIGO, VIRGO の代表を含むシニアメンバによるLCGT全体のレビュー

・英語で実施

・細部の議論は時間的に困難なので、　上記、レビューＢの結果を確認する
	・・原則として年

1　 1回

・レビューBのある年はその直後
	・１～２日かけてプロジェクトの　

　全貌をレビュー
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表１　レビュー概要 





【注】１．この分類は典型的な例を示したもので、実際にはこれらの混合や部分的な実施など柔軟な対応が必要。


　　　２．レビューは、過度に形式に拘ることなく最小限のエネルギーで最大限の効果を得るよう工夫が必要。
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